
第９回テンサイシストセンチュウ対策検討会議 

（令和５年２月 22日） 

 

本会議においては、国内で確認されているテンサイシストセンチュウ

（Hs）について、本年度に実施した取組の結果及び今後の対応について検討

が行われ、以下の対応とすることが妥当とされた。 

 

１．令和４年度の取組結果 

（１）Hs 確認ほ場の防除実績 

原村における令和３年度末時点での Hs 発生ほ場 17 ほ場について、D-D

剤による土壌消毒を実施した結果、全てのほ場で検出限界以下となった

ことを確認。 

 

原村において長野県が主体となり実施している、連作体系に

係る実証試験の対象ほ場では、本年度に寄主植物を作付けした

検出限界以下ほ場 13 ほ場で Hsを再検出。（後述） 

 

（２）新たな Hs の確認 

昨年９月、南佐久郡川上村及び南牧村のハクサイほ場等において生育

不良の情報があり、ハクサイ等の地下部に付着したシストを同定した結

果、Hs であることを確認。 

その後に実施した発生範囲の特定調査の結果を含め、これまでに川上

村の１地区５ほ場、南牧村の２地区 89 ほ場で新たに Hsの発生を確認。 

また、南牧村に隣接する山梨県北杜市の４地区 10 ほ場で新たに Hsの

発生を確認。 

 

（３）侵入原因の特定調査 

川上村及び南牧村のほ場から採取された複数の Hs のシストについて、

横浜植物防疫所が系統解析を実施した結果、全て同じ遺伝子配列である

こと、また、既知の情報の中では、アジア及び欧米の個体と、また、原

村で採取された個体と配列が一致したが、どこの国・地域からどのよう

に侵入したかを判断するためには、更に、情報を収集する必要があると

の見解が示された。 

今後、Hs の発生国・地域からの寄主植物の持ち込みの有無等につい



て、現地関係者等から聞き取り調査を実施し、その結果を次回検討会議

において報告することとされた。 

 

２．令和５年度の防除対策等 

（１）緊急防除の実施 

①原村 

原村で実施している緊急防除については、これまでの方針どおり、

全ての Hs 発生ほ場を検出限界以下とし、かつ、輪作を前提とした防除

体系の効果が現地で実証されることをもって、緊急防除を終了する。 

また、令和４年度から実施している現地での実証試験については、

試験で設計した防除体系の効果を確認する。（対象ほ場では、令和４年

度は非寄主植物、５年度は寄主植物を作付け。） 

 

②川上村１地区及び南牧村１地区 

令和４年度に Hs が新たに確認された地区のうち、発生範囲の特定調

査により地区内全体の Hs の発生状況が概ね把握できた、川上村の１地

区及び南牧村の１地区については、現行の緊急防除の防除区域に追加

する。 

 

③南牧村１地区及び山梨県北杜市４地区 

令和４年度に Hs が新たに確認された地区のうち、上記②以外の地区

（南牧村１地区及び、北杜市４地区）については、地区内の Hs 発生ほ

場の土壌消毒や生産者のまん延防止対策の徹底を図りつつ、地区内の

発生範囲の特定調査を進め、地区内の Hsの発生状況を把握次第、防除

区域への追加の必要性を検討する。 

 

（２）Hs 発生ほ場での土壌消毒 

令和４年度及び５年度に Hs の発生が確認されたほ場については、緊急

防除の実施の有無に関わらず、D-D 剤による土壌消毒を実施し、検出限界

以下とする。 

 

（３）発生範囲の特定調査 

令和４年度に Hs の発生が新たに確認された川上村、南牧村及び山梨県

北杜市においては、引き続き、確認地区内の未調査ほ場や Hs 確認ほ場の



関連ほ場について、Hsの発生範囲を特定するための調査を実施する。 

 

３．その他 

原村からの要望を踏まえて長野県が主体となり、令和４年度から実施し

ている連作を前提とした防除体系を確立するための実証試験については、

対象となる検出限界以下ほ場計 94 ほ場の寄主植物の作付け後の土壌調査の

結果、13 ほ場で Hsの再検出を確認。 

長野県は、防除体系の内容を見直した上で、令和５年度も実証試験を継

続する予定。 

 

 


